
説 話 詩 人 ク ラ ブ

村 上 至 孝

ク ラブを写実 詩人 と呼 ぶ ことは,彼 の一特性 を指示す るけれ ど も決 して彼の全容 を伝え

は しない。彼 は遠 く中世 の昔大詩人 チ ョーサ ーが した よ うに,人 情世態 の数 々を韻文 で物

語 った説話詩 人で ある。 クラブの詩編 あ るいは詩集 の表題 に しば しば 「物 語」(`tales')

の語 が使 われ てい るの も彼 の意図 を暴露 して いないだ ろ うか。 ただ 『キ ャンタベ リ物 語』

のばあ い滑稽諌 を多 く含 むに対 し,ク ラブの話題 には悲愁,陰 惨 な色調 の ものが圧 倒的 に

多い。 イ ング ラン ドの片 隅,淋 しい村 や町 の名 もな き人 び との間 に もギ リシア悲壮 劇や シ

ェ イクス ピア悲劇 に劣 らぬ人間 の欲望,抗 争,そ して挫折,失 意が烈 しく渦巻 いてい る様

を見慣 れていた ク ラブ と して は,こ う した暗 い題 材 の方 が歌いや すか ったので あ ろ う。 な

お この種 の作品 には幻想的 な,怪 奇 な もの もあ り,ク ラブは単 な る写 実詩人 ではな く,想
あか

像 力豊 かな ロマンチ ックな詩人で あ った ことを証 して い る。

クラブは思想 ・政 治 ・社会 の変 革期,従 って文芸思 潮 も新 旧交代 す る動 揺の時代 に生 き

たが,多 くの文学史 家 の説 くところで は,ク ラブは まさに崩れ ん とす る新 古典 主義 の最 後

の孤塁 を守 った詩 人 とい うことにな ってい る。 しか しこの分類 は単純 に過 ぎる し,新 古典

派 の呼名だ けで は包み きれない ものを クラブは持 ってい る。 な るほど彼 は,詩 形 としては

終始一 貫 ポウプ,ジ ョンソンに倣 って ヒロウ ィク ・カプ レッ トに固執 した。 また題材 にお

いて も,ク ラブは夢 の世界,理 想 の国 を歌 わ ないで身 近 な現実 を歌 った。 イギ リスの僻 隙

の貧 しい町や村 において毎 日繰 り返 されてい る平 凡な人間 の恵 まれ ない生 活,た だそれだ

けが彼 の文学 に とって問題 であ った。技 巧は拙劣 であ ろ う。詩形 の工夫 に怠慢で あ っただ

ろ う。 だが彼 には,バ ー ンズや ワーヅ ワスと同 じ く貧 しく名 もな き民衆 に対す る深 い同情

が あ った。

数 回の上京 と晩年 ス コッ ト訪問 のための エデ ィンバ ラ旅行 な どを除 き,主 と して郷 里サ

フォク州 内の各 地 に田舎 牧師を勤 め,職 務 の余 暇は植物,昆 虫,化 石 な どの採集 と読書作

詩 を唯一 の楽 しみ と しなが ら太平 閑雅 の一生 を過 ご した クラブで あ るが,一 見 時勢 に対 し

無 関心乃至反 動的 に見えなが ら,時 の流れ と方 向を同 じ くして彼独 自の新 しい ものを加 え

てい る。 プ ロノウスキは,ク ラブが ブ レイ クと並 んで新 しい時代 を早 く感知 した詩 人で あ

　

ると述べ てい るが,古 めか しい クラブの詩 も意外 に近代 的志向を含 んで いるのであ る。

ク ラブはその永 い生 涯を通 じて常 に作詩 の筆 を棄て る ことな く,老 境 に入 って も一万行

を越 え る長編 「館 の物語』(TalesoftheHall)を 完成 し,な お続 いて 「物語集一遺稿 」

(PosthmousTales)と して死後 出版 の8巻 本 『詩集』(PoeticalWorks,1834)に 収あ ら
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れ た22編 の説話詩 を書 い た。事 実 クラブの作 品 は相 当彪 大な量 に上 り,A.W.Wardの 編

纂 したケ ンブ リッヂ版 「詩集』 は3巻2,111頁 に亘 って い る。 ただ し,こ ん にち この全作

品 の通読 を一般読 者 に求め る ことは無 理 なので,早 くは フ ィッツヂ ェ ラル によ って,近 く

はF.L・ ルー カスな どによ って,適 当 な短編 と長編 中 の章,節 とを抜葦 し解説 を付 した
(2}

選 集が編 まれ てい る。 しか しクラブに対 す る正 しい評価 はあ くまで全 作品 の通読 を侯 って

初めて な さるべ きで あ るこ とは もちろんで あ り,新 占典主義 の末期 か らロマ ン主義の全盛

期 にか けて活 動 し,ジ ョン ソン,バ ー ク,バ イ ロン,ス コッ ト,テ ニ ス ンな どの賞 讃を得

たばか りで な く,当 時 の一 般読 者 の間 に も好評 を もって迎 え られて いた クラブで あれ ば,

今 は忘却 の渕 に潜 む二,三 流詩 人の一 人 と して頭 ごな しに冷評 し去 るこ とは,評 者 の軽 卒

と不 遜 に他 な らぬであ ろ う。

初 め に も述 べ たよ うに,ふ つ うク ラブ は リア リズムの詩人 と呼 ばれ る。早 くバ イロンが

彼 を評 して 「自然 を最 も厳 しく,し か も最 も見事 に描 く人」(`Nature'sstemestpainier

yetherbest')と 言 った言 葉が,ク ラブの碑銘 の結句 に も採 り入 れ られて,ク ラブの特色

を最 も簡潔 かつ適切 に表 わす レッテ ルの よ うにな ってい る。彼 の伝記 と作品批 評 とを併せ

含 む最 も丹念 精密 で)%大 な ク ラブ研 究 を完成 した フ ランスのユ シ ョン(ReneHuchon)も,

そ の労作 の表 題 をUnPoeteRealisteanglais,GeorgeCrabbe1754-1832(Paris,1906)

と名づ けて い る。L・ ステ ィー ヴ ン,エ ィンヂ ャな どの批 評 もこれ と同 じ線 に沿 って お り,
(3)

ク ラブの リア リズムを 中心 に長短得 失 を検 討 し批 判 してい る。 た しか に リア リズムが ク ラ

ブの詩風 の顕 著 な特 色で あ り,そ の故 に彼 が 同時代 の詩壇 に独 自の地 歩を保 った ことは否

定で きぬ。 しか しなが ら,F。L・ ルー カス も言うよ うに,ク ラブは リア リス トた る一 面

とまた別 に ロマンテ ィシ ス トの面 も備 えてい た こと,ま た彼 の リア リズムが科 学的 と言 う
くの

よりも人道主義的であったことを十分考慮 に入れねばならない。彼の本領 は,単 に実入生

の赤裸 々な諸相を仮籍なく写 し出 して読者の心胆を寒か らしめる暴露詩人たるよ りも,さ

らに広 く浮世の様々な場面を描きつつ読者の哀感を誘い同情を喚起す る説話詩人たるにあ

ったのではなかろうか。彼の伝記を書いた息子のヂ ョーヂ も,ク ラブが自然の風景よりも
{s)

人間 を観 察 す るこ とを喜 ん だ と告 げて い るが,も ち ろん リア リズムは自然だ けで な く人間

生活 を極力正確 克明 に写す もので あ るに して も,人 間 の考 察 が温 か な人間性 に支 え られ る

とき,人 間 の運 命 と取 り組 む血 と涙 の文学 へ と必然 的 に発展す る。後 に触れ る予定で あ る

が,韻 文 の小説 厳 密 には短編小説 を書 くことが ク ラブの意 図であ り,歓 びで あ り,

功績 では なか っただろ うか。 事実彼 の作品 は大半 説話詩 で あ り,そ の名 も 「物 語」 と銘打

たれ てい るのであ る。

さて ク ラブの第一 作 「村』 の出版(1783)か ら 「教区 の記録」 を含 む 「詩集』 の上梓

(1807)ま で,24年 の長 い沈黙期 が続 く。 この期 間 は,牧 師 と して また一家 の主 と して ク

ラブの身辺 も多忙で は あ ったが,一 つ には詩人 と して 自己の進 むべ き道 につ いて色 々心 を

砕 き思 い を凝 らした沈潜 の期間で はなか った か と思 う。特 に注 目を 引 くこ とは,彼 が この
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間 に小説 を三 編 も書 き上 げ,し か も未発 表 のま ま これ らを火 中 に投 じて い る ことで ある。

これよ りは るか以 前彼 が小説執筆 の意志 を持 った ことは ,彼 自身 の 日記 に見えて い る。

「今の主な仕事が完成 して暇があれば小説を書 くかも しれぬ。かつて小説はいつもよ く売れるものだ
(s)

つたし,た ぶん今頃でも同じだろう一 だがこの件はまた後で考えることにしよう。」

三編 の小説 につ いては,息 子ヂ ョーヂ がお ぼろな記憶 を辿 って わず か な片鱗 を伝 えて い

るに過 ぎな いが,そ れ を そのま ま借 りる ことに しよ う。

「第一のは 『グレイ後家』 という題であったが,こ れについて憶えているのはただ,主 要人物がア

リソン博士とかいう慈悲深い愉快な人物だったことだけである。次のは 「レヂ ノール ド・グランシ ョ

ウ,別名 成功を克ちえたる男』 と呼ばれ,不 遜暴慢で野心的だが,寛 大な美徳によって面白味を与え

られ,次 第に気力衰えて痴呆になる精神を写 したものであった。 このグランショウを描いた筆力は非

凡だったと確信するが物語の細部は拙劣であった。第三の小説の題は忘れたが,は っきり憶えている

のは,彼 の詩に出るものとよく似たみ じめな部屋の描写か ら始まっていたことと,韻 文で書かれた同

様の場面の効果に比 してこれの効果が劣っていると母が卒直に評 したのに対 し,父 が朗読を中止 して
(7)

暫 く考えこんだ後 『た しかにお前の言 う通 りだよ』 と言 ったこととである。」

恐 ら く,構 成 の緊密,会 話 の生彩,行 文 の暢達 な ど とい った点 に不足 が あ り,決 して傑

出 した作 品 では なか ったで あ ろ う。 クラブが 自 ら闇 に葬 った ことを惜 しむ に も当 た るまい。

たま たま この時代 は,ち ょうどフ ィールデ ィングや スモ レッ トの豪 放で._.ti味 豊か な小説

が栄 え たあ と,ジ ェイ ン ・オー ステ ィンの精 密 な風 俗小説 が現 われ るまで の空 白期 に当 た

り,ク ラブ はその空 白を埋 めるの に散 文を用 い る ことを断念 し,つ い に韻 文を以 って その

役 目を果 た したわけで あ る。 ロマ ン派 が詩壇 を圧倒 して いた この時代 に,か な り冗 長 な ク

ラブの韻文物 語が次 々 と好評 を以 って迎 え られ た原 因は,案 外 こ こにあ ったので はなか ろ

うか。 「教区 の記録」(1807)か ら 『自治都 市』(1810),「 歌物語 』(1812),「 館 の物語 」

(18ユ9)な ど彼 の主要 な作品 は,い ずれ も人生 の断片 に取材 した スケ ッチ集で あ る。

と ころで クラブ は,こ れ らの作品全 部 を通 じ,詩 形 は ヒロウ ィク ・カプ レッ トー点 ば り

で押 して い る。 この点 につい て多 くの批 評家 はた だ ク ラブの保守性 を示 す以 外 の何 もので

もない とい った非好 意的 な見方 を採 ってい る。例 え ばL・ ステ ィーヴ ンは,「 毛糸 の沓下
(8)

を 穿 け る ポ ウプ 」(`Popeintheworstedstockings')と い う ホ レ ス ・ス ミスの 言 葉 を 引

き,ま た 別 の箇 所 で 次 の よ う に述 べ て 不 満 の 意 を 表 して い る。

「彼がポウプの韻律を使 ったのは,そ れが公認されたほとんど唯一の詩的表現手段となっていたか

らである。また同時代の詩人たちが新 しい韻律を採 り入れて後なお彼がポウプの韻律法に固執 したの

は,一 つには彼が骨の髄まで旧弊だ ったか らであり,ま た一つにはおのずから旋律の新形式を生み出
　　　

す高貴な霊感を全然知らなかったからである。」

言 うまで もな くヒロウ ィク ・カプ レッ トは,ド ライデ ンの後 を承 けて ポウプが彫琢洗 練

を施 し完全 の極致 に仕 上 げた ものであ り,ジ ョンソン もこれ を絶讃 し,18世 紀 新古典派 詩

人 た ちが唯一無 二 の詩形 で あ るか のよ うに愛 用 した ものであ るが,こ こで われわれ は,17,

及 び16世 紀 を飛 び越 えて遠 く中世 の偉 大 な説話 詩人 チ ョーサー もまた 「キ ャン タベ リ物語 』

の中で多 く2行 押 韻 の詩形 を使 って い るこ とを想起 せね ばな らない。 た しか に クラブの韻
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文 はあ ま り美 しくはな い。粗 雑で あ り,生 硬 で あ り,冗 漫 で あ り,平 俗 で あ る。 しか しな

が ら,あ たか も雄 大 な救事詩 に無韻 体 がふ さわ しい よ うに,平 凡 な浮 世の諸相 を写 す説話

詩 には2行 押韻 の ヒロウ ィク ・カプ レッ トが しっ くり適合 し,作 者 が話 の糸 を繰 り延 べて

ゆ くの に重宝 で もあれば,読 者が これを辿 るの に も便利 であ る。 ワー ヅ ワス以下 ロマ ン派

の詩 人た ちが ヒ ロウ ィク ・カプ レッ トを 目の敵 に して罵倒 したか らとて,こ の詩 形 その も

のが直 ちに平 板空疎 な詩形 だ と速 断 して はな らない。TLC'i'ウプ の亜流 者 たちが熱 のな い陳腐

な教 訓詩 に用 いたため に こそ この詩形 はす っか り信用 を落 と して しま ったが,詩 の種類 に

よ って は,こ れ こそ 内容 に生命 を吹 き こむ必然 的形式 とな るので あ る。 なお,ク ラブが ど

れだ けチ ョーサーを愛読 して いたか確証 で きる資料 はな いが,作 品 の多 くの表題 に 「物語」

とい う語を使 って い ることに も,彼 がチ ョーサ ーを意識 してい た ことが伺 え るで あ ろ う。

「教 区 の記録 」 は,牧 師 が教区記 録簿 を繰 りなが ら 「貧 しき村 入 たちの素 朴 な歴 史」 を

語 るもので,「 洗礼」,「結婚 」,「埋 葬」 の三部 に分 かれ る。 なお第一部 の初 め276行 は全

編 の序文 を なす もので,ア ダム とイヴの堕落,ノ アの洪 水 よ り後 地上 に 「麗 しきオーバ ン」

だの エデ ンの園だ のは存 在せず,人 生 は苦 の世 界で あ って(23-26行),「 努 力,注 意,

忍耐 は寡欲 の少 数者 に幸 を与 え,恐 怖,汚 辱,困 苦 は思 慮 な き人 び との群 を追 う」(29-

30行)と い う主 旨が述 べ られ,多 分 に説教詩 の風 を帯 びて い る。 この節 の中で貧民 窟 の室

内 を描 写 した条 などは ク ラブ 自身 の観 察 か ら生 まれた凄惨辛 棘 な もので あ るが,や がて数

行置 いてそ の原因 を反 省 し一 くさ り説教 を試みて い る。

WhencealltheseWoes?‐Fromwalltofvirtuouswill,

Ofhonestshame,oftime-improvingskill;

Fromwantofcaret'employthevacanthour,

Andwantofev'rykindbutwantofpower,

TheParishRegister,1,226-29.

従 っていよいよ本題 に入 って村人の生活記録を語る場合にはこうした作者の主観は表面

に出ないけれども,一 応かような考えを頭に置いて物語を展開 していることは読者にもお

のずか ら感 じられるのである。

さて,こ の詩編における 「洗礼」,「結婚」,「埋葬」の三区分は,内 容的にはあまり重大

な意味 はない。 いずれの部 も,老 若男女 さまざまの人間の運命をスケッチした小話か ら成
　 　

り,こ とに恋愛 や結 婚 の失 敗 を主題 に した ものが多 い。 父 の許 しを得 ず にい きな船 員 と恋

に落 ちて不義 の胤 を宿 し,男 は折 か ら勃発 した対 フ ランス戦争 のため水兵 に徴集 されて戦

死 して しま う 「粉 屋 の娘」 ルー シ イの話(第 一 部,277-402行),粗 暴 な仕立屋 の職人 に

誘惑 されて結 婚 し,貧 と病 に苦 しむ フ ィー ビ ・ドウソ ンの話(第 二部,131-246行)な ど

そ の代 表的 な ものであ ろ う。 これ と反対 に,十 分慎 重 に配 偶者 を選 び,勤 勉 と節 倹 とによ
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って家庭 を保 つ男女は幸福 な生活 を 恵 まれ るので あ って,第 一 部の ロバ ー トとスーザ ン

(403-448),第 二部の リューベ ンと レイチ ェル(431-460)な どが これを例証す る話 で

あ る。

この詩 は長編 と して は比較的 よ くまとまった もので あ るが,登 場人物の個性 が とか く不

明瞭であ り,ま た上 に挙 げた実例 か らも察せ られ るよ うに,筋 の似通 った話 が重 な って変

化 に乏 しい う らみが ある。 しか しなが ら,「 村」時代 のよ うに人生の悲惨 をあ くど く描 く

とい う立場 か ら作者 は一歩前進 し,薄 幸 に泣 く男女 に温か な同情 を寄 せなが ら淡 々 として

あ るが ままの人生を語 って いる。韻 文を使 っては いるが,一 面 では小 説の領域へ の新 しい

冒険であ り,疑 いえぬ真実,共 鳴せ ざるをえ ぬ哀感 の故 に読 者大衆を引 きつ けたのであ っ

て,エ インヂ ャの指摘 す る如 く,ク ラブは 「サ イラス ・マーナー』や 「アダム ・ビー ド」
po)

に50年 先立つ イギ リス田園小説 の創始者 とも言 えるのであ る。

「村」 によ って世 に出 ることので きた クラブは,次 にその眼 を町 に転 じ,前 者よ りはる

か に大規模 な 『自治都市』 を書 き上 げた。 これは全体 の調子か ら言 えば 『村』 の血 筋を 引

いて いるが,前 後8年 の 日子を費 した ユ万行 を越 え る大作で,同 じ く写実 的 と言 って も暴

露的,慨 世的傾 向よ りも人道主義的,説 話的傾 向が強 く現 われて いる。作 品の体裁 は,詩

人 が知人 に町の様 子を報告す る一連 の書簡 とい うことにな って いて,そ れが全部で24通 あ

り,町 の全景描 写を冒頭 に,教 会,牧 師た ち,非 国教徒,選 挙,弁 護 士,医 師,商 業,娯

楽,社 交 の集 い,料 亭,俳 優,救 護院,病 院,貧 民,刑 務所,学 校 の順 序で,町 の生活 を
uu

あ らゆ る角 度か ら照 らし出 してい る。 しか しなが ら,あ ま りに多 くの材料 を抱 え こんで完

全 に消化 しきれず,ク ラブの短所 であ る出来栄 えの不揃 いが一 そ う目立 ち,包 括的 に是非

の評 を下 すな らば,ま ず失敗 の作 と答えた い。 ただ この詩 について特 に注意すべ きことは,

クラブが単 に写実 のために写 実を喜ぶ ので な く,赤 裸 々な人生を描 くことによ って人間精

神に課題 を提 出 してい ること,24書 簡 の うち救護院 や貧民 に9通 を割 き,社 会 の落伍老 た

ち7人 の男女 の経歴 を物語 ってい る ことで あ る。 クラブは序文 において 自か らこう語 って

い る。

「従って私は次のような希望を持 っていないではない。すなわち,入 獄 というこの陰轡な題目,こ

とに刑を申し渡された追剥の夢でさえ,あ る人びとの心に憐燭と嫌悪とをこもごも起こさせるであろ

う。そ してこの入りまじった気持はわれわれの感情にとって必ず しも不快でないと同時に,有 益な作

用をなすものである。それは万人に共通な感動によってわれわれを全人類に固く結びつけ,自 からは

堕落することなしに,最 も罪深 くみじめな同胞にまで多少つながりを持たせる。」(第1巻279-280

頁)

全編 の うち救護院の収容者 たちを描 いた3書 簡 はいず れ もかな り簡潔で あ り,性 格描写

として成功 して いる。描 かれ る男女 は三者 とも性格 の欠陥 や悪習 によって身 を滅 ぼす入間

ばか りであ る。す なわち,ブ レイニ ィ(第 ユ4信)は 生来 の浪 費僻 の たあに,親 か ら譲 られ

た身代 も,妻 の持参金 も,親 戚 か ら転げ込 んだ遺産 も,次 々 と瞬 く間 に蕩尽 し,ク リー リ

ア(第15信)は 虚栄心強 く遊 び好 きで,ま っと うな結婚生活 に入 れず に身 を持 ち崩 し,そ
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れそれ今は救護院の世話 になっているが,今 なお過去の失敗 に目が覚めず,互 いに若き日

の贅沢や自由を懐 しく語 り合 うのである。いま一人のベンボウ(第16信)は 大酒飲みで,

折角父の商売を継 ぎながら飲み友だちにまんまと欺 され,つ いにアル中患者 として救護院

に拾われ,昔 の飲み友だちの誰彼を思い出しつつ懐旧淡 に心を慰めている。

r_の3書 簡か ら少 し距てて,町 の貧民 たちを描いた同巧異曲の ものが4編 あるが,前 者

より長編で小説的構成が整ってお り,か つ,本 来は真面目な入間がふ とした心の油断か ら
働

堕落する運命のいたず らを描 くものが多い。例えば,教 区の書記(第19信)は,信 仰 も篤

く,職 務にも忠実な模範的人物であったが,た またま或 る年教会の収入が少なかったこと

うか ら礼拝堂の喜捨金を くすね,そ れか ら癖ついて同 じ悪事を重ね るうちとうとう現行犯

を押さえ られる。次のエレン ・オーフォー ドは,幼 いとき父が死んでその後母が再婚 した

ため気むずか しい継父にこき使 われ,二 十の頃軽薄な男の誘惑にかかって白痴の女 の子を

生み,や がて或る商人と結婚するが家運は傾 いて夫 は死んで しまい,暫 く私塾を開いて楽

しい毎 日を送 ったのも束の間で失明 し,た だ神を信 じ入類を愛することに慰あを得て余生

を送 っている,一一生不幸の連続であってこんな例もそう多 くはあるまい と思われるが,こ

の書簡でクラブは,当 時の小説の内容が虚妄に満ちていることに酷 しい非難を浴びせてい
(13)
る。

次 に,第21信 の主 人公 エ イベ ル ・キー ンは,も と貧 しい小学校教 師で あ ったが実業界 に

身 を転 じて或 る商館 に勤 め,他 の社員 たちの風 に倣 って生活 がす っか り派 手 にな る。 とこ

ろが商館主 が死 んで会社 は潰 れ,キ ー ンも再 び貧 乏 暮 らしに戻 って恐 しい憂欝 症 に取 りつ

かれ,野 外 を ほ っつ き廻 ったあげ く遺書 を残 して 首を吊 る。 人間 の運 命 は何 と変転 極 ま り

な い ことで あろ う。禍福 はあざ なえ る縄 の如 し,貧 乏 が不幸 か裕福 が幸せ か一概 には断定

で きない。 そ うで あれば こそ人 び との織 り成 す 人生 模様 は複雑 多彩で あ り,ク ラブはその

一・斑 を この物 語 に鮮 やか に再現 して お り,そ の手 法 にはモー ムの短編小 説 を連想 させ る も

のがあ る。

続 く第22信 「ピー ター ・グ ライムズ」 は,E.M・ フ ォー ス ターが特 に賞讃 してい る一
u①

種の怪談であるが,主 人公 ピー ターは老父にも孝養を尽 くさず,助 手として雇い入れた少

年を次つぎに3人 まで も虐待 して死に至 らしめ,そ の結果彼が漁場に出るたびに父 と少年

たちとの亡霊が現われて彼を悩ます。

Onthemidstreamandsawthespiritsrise;

Isawmyfather-onthewater-stand,

Andholdathinpaleboyineitherhand;

Andtheretheyglidedghastlyonthetop

Ofthesaltflood,andnevertouch'dadrop;

-31一

Ifix'dmyeyes



説 話 詩 入 ク ラ ブ

twouldhavestrucktham,tbutheyknewth'intent,

Andsmiledupontheoar,anddowntheywent.

`PeterCrimes'11
.306-13.

つい にグ ライムズは気 が変 にな り,或 る日近所 の人 び とに骸悔 話 を語 り,そ の話 を終 る

と同時 にふ っつ り息絶 えて しま う。

「教区 の記録 」 には っきり現 われ,「 自治都市』 で やや後退 した クラブの説話詩 に対す

る興 味 と才能 とは,次 の 『歌物語』(TalesinVerse,1812)に 至 って遺憾 な くその面 目

を発 揮 した。 クラブの本領 が最 もよ く現 われ た作 品,ク ラブが最 も成 功 した作品 と言 って

よいで あろ う。 これ はその題 の示 す通 り,韻 文 で書かれ た物 語集で あ って,第 一話 か ら第

二十 一話 まで各 お の独_L)1_した短編 か ら成 って い る。 彼 の三 大説話詩 の うち,さ きの 「教区

の記 録」 は,一 牧師 が記 録簿 を繰 りつつ語 る体裁 を取 り,の ちの 「館 の物 語』 は,兄 の屋

敷で主 と して2人 の兄 弟が互 いに談話 を交 え る形 式 にな ってい るのに対 し,「 歌物 語」 で

は,全 体 を統 一一す る形 式的 な枠 は強 いて設 け られて いない。数 々の物 語が,ク ラブの郷里

オー ル ドバ ラを は じめ彼が牧師 と して居住 した土地,サ フォ ク,ウ ィル トシャを舞台 に し,

彼 自 らの体 験を も含 めて彼 の親 しく見 聞 した事件 を題材 に取 ってい る意味 で情調 的 には も

ちろん全21編 が一 つに融合 してい るので あ る。彼 自 ら序文 の中で次の よ うに述 べて い るこ

とは特 に注意せ ねばな らない。 ク ラブは説話 詩入 だ と言 って も一 か ら十 までチ ョー サーに

追随 したわ けで な く,そ れ は彼 の人生経験 や歴史的情況 か ら見 て賢明 な道 であ った。

「チョーサーやボッカチオの構成法に倣うことは無意義だ。・…・親 切な忠告者の意見に従わぬのは

心苦 しいが,詩 編全体の構成上の統一は目ざさないで,た だ同じ作者の手に成 り,読 者を楽 しませる(15)

という同一目的を目ざす作品集,と いうだけの一貫性を与えるに留めた。」

なお各物語 の序 詞 と して シェイ クス ピアか ら優 れた章句 を四つ,五 つずつ引用 してい る

が,こ れは,田 舎暮 らしで観 劇の機会 こそ乏 しか ったで あろ うにも拘 らず ク ラブが 日頃 シ

ェ イクス ピアに傾 倒 し,そ の全 脚本 を熟読 玩味 していた ことに由来す る と思われ る。 そ し

て,詩 劇が 自 らの力 に余 る ことを十分弁 えた クラブは その代 りに説話詩 を選んで,ち ょう

ど シェイ クス ピアが舞台 に展 開 した と同 じものを,た だ調 まれ聴かれ想像 され る韻 文物 語

の中に盛 りたい と願 った気持 を こ こに読 み とる こともで きるよ うに思 う。

この詩 の序文 につ いてはい まさき触 れたが,こ れは クラブの詩論 を表 明 した もの と して,

短 いなが ら重要 な文献 であ る。周知 の如 くワーヅ ワス,コ ウル リッヂの 『拝情民謡集』 の

出たのが1798年 で あって,こ の2人 の先達 に続 いてバ イ ロン,シ ェ リィが青春 の情 熱を思

うさまた ぎ らせ,奇 しくもクラブの 『歌 物語」 と同年,し か も5か 月早 い3月 初あ に,例

の 「われ一朝 に して名 を成せ り」 と作者 自 らを も驚喜 させ た 「貴公子 ハ ロル ドの巡遊」 が

読書 界の人気 を引 っさ らってい た。 『文芸 評伝』 の出 たのは1817年 で あ るが,コ ウル リッ

ヂの ロマン主義批 評が文壇 を圧倒 してい る折で もあ った。 「痛 ま しき現実 の精 細 な る描 写」
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を主眼 とす るクラブの詩風は幸にして一般の好評を得は したが,文 壇の新 しい気運を思え

ば彼の胸中は寂莫を禁 じえず,彼 の焦慮苦悩 している有様が行間に揺曳するようである。
めぐ

彼 は,「 詩 人 の眼 は狂 お しく転 りつ つ」 との有 名 な シェイ クス ピアの句 を引いて,超 自然

的な ものを歌 う幻想的 な詩 のみが真 の詩で あ る とす る説 に抗 議 し,チ ョーサ ー,ド ライデ
Ili

ン,ポ ウプなどに見る写実詩あるいは調刺詩 の意義を強調する。 もちろん詩はあ くまで詩

であって現実でない。現実の美醜を一切 包括 して一段高い美の世界を創造す るのが芸術で

ある。 クラブも,す べて現実暴露を韻文形式に包んだものが詩 になるというような暴論を

吐 くものでは決 してな く,「 詩の効果は,実 生活の痛ましい現実,日 常の煩労,果 て しな

く継起する不快などか ら精神を高め,精 神に多少の興味 と満足 とを以って静観できるよう

な対象を代置することによって これを憩わ しめるにある」 ことを承認 した上 「現存の人物

の正当な表出,い な,痛 ま しい現実,日 常 の煩労,果 て しなく続 く不快などの忠実な描写

す ら,そ れが読者 自身の煩労や苦難でない限 り,そ うした効果を ことごとく生み出せるで
uの

は ないか。」 と反駁 してい る。 従 って彼 の結論 は こうで あ る。

「実際私は,読 者の精神に与えるこの快 い効果なるものは,語 られる事件(現 実のもの,仮 空のも

のいずれたるを問わず)に も,登 場人物(人 生,空 想のいずれか ら取 ったものかを問わず)に も依 ら

ず,詩 そのものを構成する手法如何に依ると考えざるをえないのである。それさえ賢明になされれば,

人生から実際に写 し取 られた事象であっても,創 造的空想の案出 したものと同様の優れた効果を持つ
U8)

であろう。」

さて全 体21編 の中か ら代表 的 な ものを選 ぶ とすれ ば,策2話 「別 れの時」,第4話 「遷

延」,第16話 「秘密 を托せ し友」,第20話 「兄弟」 を推 した い。 この うち初 めの2編 は男女
あやつ

の結 びつ きを操 る運 命的 な ものを描 いてい る。 な お,第10話 「恋す る男 の旅」 は,ク ラブ

自身若 き 日に許 婚 のセア ラ ・エル ミィ嬢 を訪 ね た ときの体験 に基づ き,愛 す る女 を訪ね行

く男 の期待 または危惧 によ って途 中の 自然 もあ るいは晴れ やか にあ るいは佗 び し く目に映

る様 を歌 った素朴 な もの と して多 くの批評 家 が賞 あて い るが,む しろ拝 情詩的 な趣 きが濃

く,物 語 と して は単純で変 化 に乏 しい。 しか も好 情詩 と して は,同 じテー マを扱 った ワー
あや

ヅ ワスの 「われ は知 りぬ恋心 の異 しき高 ぶ りを」や,バ ーデ ィの 「われ ライオ ネ スに旅 立

ち しとき」 の軽快 な調べ を欠 いてい る。

第2話 「別れ の時」:す べて の男女 の愛 が終生 漁 らぬ もので あ り,い か な る障害 を も克

服 して 永久 に続 くもので あ るな らば,人 生 の悲劇 はそ の半 ば以上 が姿を消 すで あ ろう。 若

い女 の行手 に しば しば待伏 せ して い る誘惑,男 の移 り気,結 婚 して いて も永 い別居 のため

ふ と犯 しやすい過 ち等 々,地 ヒの愛 の花 はあ ま りに も烈 しい風雪 に虐 げ られ,毒 汁 を含 む

害 虫 に蝕 まれ る。 この物 語 は,永 年 消息 不明 とな って いた男 の許 婚 が,他 の男 の求愛 を受

け入 れて結 婚 し,や が てそ の夫 は死 に子 供 も遠 方へ 出か けて独 り寂 し く暮 ら して いた と こ

ろへ,初 め の婚約 の相手 が40年 ぶ りにひ ょっ くり戻 って来 る話 で,後 の テニ スンの 『イ ノ

ック ・アーデ ン』 や,ハ ーデ ィの 「同 じ町 の男 たち』 と一脈 相通ず るものがあ る。 しか し
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ハーデ ィの短編 のよ うに深 刻な暗 い ものでな く,結 末 は円満 で あ り,む しろ甘 い哀愁を漂

わせ た,し っと りと心 に泌 み る海港挿 話で あ る。 ア レン ・ブー ス とジューデ ィスとは小学

校 時代 か らの幼 な馴染,筒 井筒の仲で,そ れ ぞれ若者 とな り乙女 とな ると共 に未 来を誓 う

恋人同士 とな る。 ところがや がて ア レンは西 イン ドの親戚 に呼 ばれて ど う して も渡航 せ ざ

るをえ ない。二 人 は別 れを惜 しみなが ら渚を散歩す る。

ButhisownJudithcallahimtotheshore,

Whamhemustmeet,fartheymightmeetnomore;‐

Andtherehefoundher‐faithful,mournful,true,

Weepingandwaitingforalastadieu

Theebbingtidehadleftthesand,andthere

Movedwithslowstepsthemelancholypair

Sweetwerethepainfulmoments‐buthowsweet,

Andwithoutpain,whentheyagainshouldmeet!

Noweitherspoke,ashopeandfearimpress'd

Eachtheiralternatetriumphinthebreast.

`ThePartingHo
ur;11.121-30.

しか しこの 日か ら三年経 ち,五 年経 ち,待 て ど暮 らせ どア レンは帰 って来 ない。 つい に

十年空 しく待 った ジューデ ィスは,ア レンを亡 き者 とあき らめて他 の男 の許 に嫁 ぐ。 それ

か らまた二十数年,夫 は死 に,成 入 した子供 は家 を飛 び出 して遠 くで職 に就 き,ジ ューデ

ィスは誰一人頼 るべ き者 もな い独 り暮 らしを して いる。別 れてか らち ようど40年 目,老 い

さらばえ たア レンが或 る日ひ ょっ くり戻 って来 たが,町 には知 った顔 もな く,ま るで異郷

か ら流れ着 いた者 の よ うであ る。

Thuswherehelivedandloved‐unhappychange!‐

Heseemsastranger,andfindsallarestrange.

`ditto
,'11.283-84.

しか しジュデ ィスは忘れ ていなか った。つ いに2人 は顔 を合 わす。

Theoncefondlaversmet;natgriefnorage,

Sicknessorpain,theirheartscoulddisengage

Eachhadimmediateconfidence;afriend
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Bothnowbeheld,onwhorlstheymightdepend

`NowisthereonetowhomIcanexpress

Mynature's.weaknessandmysoul'sdistress.'

Allenlook'cttip,andwithimpatientheart‐

`L
etmenotlosethee‐neverietuspart

Soheaventhiscomforttomysufferingsdive,

Itisllotalldistresstothink(111..live.'

`ditto
,'11.295-304.

互い に身 の上 を語れ ば,ア レンは西 イン ドへ渡 る途 中 で スペ イン海賊船 に襲 われ て奴隷

に売 られ,西 イン ドの銀 山で鉱夫 と して働 いてい るうち主 人の寵愛 を受 けて その地 の スペ

イ ン女 と結婚す る。 しか しやが て新 教徒で あ るが ゆえに迫 害 され,妻 子 と別 れて各 地を転

々 したあげ く,い ま辛 うじて郷 里へ辿 り着 いたので あ った。今 は2人 とも,本 来 の意 図で

なか った過 去40年 の生活 を葬 って結婚 す るが,初 めの うちア レンは時 どき西 イン ドの妻 子

を夢 に見て寝言 を言 い,傍 に坐 って編物 を して い るジューデ ィスに軽 い嫉妬 を覚 えさせ る。

この1編 は描写 にむ だが な く,筋 の選 びが軽快で,不 思議 な運命 に結 ばれた一組 の男女 の,

若 き日と老境 とそれ ぞれ趣 きを異 に した二種 の愛情 が濃や かに描 き分 け られてい る。 とに

か く 「末良 ければすべ て良 し」で あ り,千 里 を距 てて それ ぞれ苦 難 の数十年 を過 ご した男

女が共 に楡 らぬ愛を守 り続 けた末最後 にあで た く結 ばれ るので読 者 もほ っとす る。貧 しい

人,病 める人た ちの苦 しみを描い た写 実詩人 と しての クラブは厭 世家 と映 るか もしれない

が,説 話詩 人 と して の彼 はむ しろ楽 天家で あ り,彼 の物語詩 が一 般読者 に受 けた原 因は こ

こに もあ った と思 われ る。

とは言 え,も ちろん クラブの物語 が全部 ハ ッ ピイ ・エ ンデ ィングを持 つ わけで ない こ と

は,す でに見て来 た諸編 で も明 らかで ある。 この 「歌物 語』で も次 の第四話 「遷 延」 は,

婚約履行 の遷 延か ら起 こる破綻 の物語 で ある。

`Mor
elucklessstilltheirfate,whoaretheprey

()flong-protractedhopeanddulldelay;

'Midplansofblisstheheavyhourspasson
,

Tillloveiswither'd,andtilljoyisgone.

`Procrastination
,'11.9-12.

ルパ ー トとダィナ とは婚約 の仲であ ったが,ダ イナに金持 の叔母 がいて結婚 の許 しを渋

って い るうち に,ル パ ー トは外 国へ 出稼 ぎに行かね ばな らな くな り,2人 は暫 しの別 れを

惜 しむ,と ころが後 に残 った ダイナは次第 に叔母 の入生観 に強 く感化 されて物 質主義 的 に
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な り,も はや恋人 の身 を案 じな くな る。

Nowthegraveniecepartookthewidow'scares,

Look'dtothegreatandruledthesmallaffairs;

Sawclean'dtheplate,arrangedthechinashow,

Andfeltherpassionforashillinggrow

Th'indtiigentauntincreasedthemaid'sdelight,

Byplacingtokensofherwealthinsight;

Shelovedthevalueofherbondstotell,

Andspakeofstocks,andhowtheyroseandfell.

`ditto
,'11,92-99.

これ によ って ダ ィナ も貨殖 の道 に熱 中 し,や が て叔 母が死 んで公債 も株 も屋敷 も彼女 の

手 に転 げ込 み,ま す ます贅 沢の味 を覚 え る。 ついに或 る 日の こと,彼 女 が豪華 な品 々で飾

り立 ててい た部屋 へ,乞 食 の よ うなみす ぼ ら しい男が ひ ょっ くり顔 を出す,外 な らぬ ルパ

ー トであ る。 だが彼 女 は もうこの男 に些かの愛情 も感 じない。

`See!mygoodfriend
,'andthensheraisedherhead,

`ThebloomofLife
,thestrengthofyouthisfled;

Livingwedie;toustheworldisdead;

Wepartedbless'dwithhealth,andIamnow

Age-struckandfeeble,soIfindartthou;

Thineeyeissunken,furrow'disthyface,

Anddownwardlook'stthou‐sowerunourrace;

Andhappierthey,whoseraceisnearlyrun,

Theirtroublesover,andtheirdutiesdone.'

`ditto
.'11.220-28.

拒絶された男は教区の扶助に槌 ってみ じめな暮 らしを続け,そ の後街頭で時 どきダイナ

に出会 う折 もあるが女は同情の一言 さえかけて くれない。女の物質主義的本能 と虚栄心 と

を鋭 く衝いた物語で,い くぶん不 自然な感 じもするが,強 いて皮肉を混 じえず淡々と書き

流 しているところに,却 って軽薄な女性への辛棘 な調刺がよ く利いている。

(3)「 秘密を托 され し友」:ク ラブの描 く人生は 暗黒面ばか りではなか った。 あまりに

も数多い人の世の不幸 もわれわれ自身の心構えによって これを幸福に転ずることができる。

バーデ ィの小説に見 るように冷酷な運命に奔弄 されてますます泥沼の底深 くはまり込んで
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ゆ くので は人生 に所詮光 明がない。 クラブは人生 の醜悪 に眼 を蔽 う者 ではなか ったが,ま

た厭 世的 な運命 論者で もなか った。英 国教会 の平 凡な一・牧師 と して,人 間の愛 と謙虚 とが

逆運 の暴力 を も挫 きうる ことを信 じた。 この物語 のヘ ロウ インた るアナは,さ るお邸 の夫

人 に侍つ く美 し くて純真 な娘 で あ ったが,正 直で 勤勉 な卿士 スタフォー ドに見込 まれてそ

の妻 にな り,円 満 な家庭生活 を楽 しんでい る。 ところが これ よ りさきアナがまだ十五 の小

娘 で父母 の家 にい た頃,ア イル ラン ド人の大尉 セ ドリとい う三十 男 に騙 されて その胤 を宿

し,外 聞を禅 って友人 イ ライザの許 に身 を寄 せ,そ こで無事身二 つ となったが,生 まれた

子供 は間 もな く死に,結 局 この一件 は イライザを除 いて世間 は誰一 人知 らず その まま闇 に

消 えてい たので あ る。 さて,ア ナが幸福 な結婚生活 に入 ったに引替え,イ ライザ は早 く夫

に先立 たれ,幼 い子 供を抱 えて貧苦 に悩 み,ア ナに対 す る羨望か ら,ア ナの秘密 を握 って

い る自己の立場 を悪 用 し,ア ナ に生活扶助 を求 あて次 第 に脅迫 が ま しい態度 に 出る。 イラ

イザか らの第一信 は こうで あ る。

`O
neeve,thewife,stillhappyimherstate,

Sanggaily,thoughtlessofapproachingfate;

Thencamealetter,that(receivedindread

Notunobserved)sheinconfusionread;

Thesubstancethis‐'Herfriendrejoicedtofind

Thatshehadricheswithagratefulmind;

WhilepoorElizahadfromplacetoplace

BeenluredbyhopetoTabourfordisgrace;

Thateveryschemeherwanderinghusbandtried,

Pain'dwhilehelived,andperish'dwhenhedied.'

Shethenofwantinangrystylecomplain'd,

Herchildaburthentoherliferemain'd,

Herkindredshunn'dherprayers,nofriendhersoulsustain'd.

`Yetwhyneglected?DearestAnnaknew

Herworthoncetried,herfriendshipevertrue;

Shehoped,shetrusted,thoughbywantsoppress'd,

Tolockthetreasuredsecretinherbreast;

Yet,vex'dbytrouble,mustapplytoone,

Forkindnessduetoherforkindressdone.'

`TheConfidant'
,11.180-98.

ス タフ ォー ドは妻の不安 を見てい ろい ろ慰 めるので アナは暫 く元気 を取 戻す。
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Afewsucceedingweeksofbriefrepose

InAnna'scheeksrevivedthefadedrose;

Ahuelikethisthewesternskydisplays,

1`hatglowsawhile,andwithersaswegaze.

`ditto'
,li.265--68.

しか しイライザの要求は回を追 うて横柄になり,古 疵に触れ られるアナは心痛にひどく

憔枠する。っいに或 る日イライザが直接押 しかけて来てむりや りに彼 らの家に住み込んで

しまう。そのときのアナはちょうど蛇に睨まれた蛙のようにイライザに全々頭が上が らず,

文字通 り主客顛倒の有様であった。

Herspeechwaslow,her,everylookconvey'd-一

'Iamaslave
,subservientandafraid.'

Alltraceofcomfortvanish'difshespoke,

Thenoisyfrienduponherpurposebroke;

'toherremarkswithinsolencereplied
,

Andherassertionsdoubtedordenied;

WhilethemeekAnnalikeaninfantshook
,

Wo-struckandtt-emblingattheserpent'slook.

`ditt
o',11.376-一 一83.

数日経つうちにスタフォー ドはこの二人の女友達同士の応対か らほぼ真実を推測 し,二

人の居る席で或るアラビアの寓話を語って聞かせる。夏の日盛 り咽喉の渇きに耐えかねた

少年が太守邸果樹園の実を盗んで番人に見つか る。番人は賄賂を請求 して不問には してや
ゆすり

るが,そ れ以後 たびたび この一件 を種 に強請 を繰 り返 すので少年 はい っそ死 んだが ま しだ

と思 う。 この強請 の場 面を たまた ま太守が蔭 で 聞い ていたが,彼 は快 く少年 を赦 して や る。

『歌物 語』 は二年 以 内に五版 を重ね,ク ラブの名声 い よい よ高 く,彼 の詩壇 に おけ る地

位 も揺 がぬ もの とな ったが,彼 は更 に同 じ方向 に沿 った新 しい説話 詩集 を計画 し,毎 日30

行 書 くことを原則 と して筆 を進 め た。 しか しか よ うな作 詩方法 は余 りに機械 的で あ り,ク

ラブの詩才 も 衰 えを見せ始 めた証 拠で あ って,事 実 この新 しい作品 『館 の物語 』(Tales

oftheHdll,1819)は,前 作 に比べて何 らの進歩 を も示 して お らず,む しろ散 漫で あ り,

3,000ポ ン ドで原稿 を引受 けた出版 社主 ジ ョン ・マ リィの期 待 に反 し,読 書 界の反響 もも

はや下 り坂で あ った。す なわ ちこの頃 はバ イ ロンの 「貴公子 ハ ロル ド』 が人気 を一手 に引

櫻 ってい る恰好で あ り,シ ェ リィや キー ツの詩集 も新 しい魅力 を もって人 び との注 目を集

めて お り,ま た散 文で はス コッ トが 出て久 しぶ りに小 説界 の活況 を挽回 しっっあ った。
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「館 の」 とい う限定語が示 す通 り,或 る館 に相会 した兄弟 と教 区牧師 とが 互い に談話 を

交 え るとい う体 裁で全体 に形 式的 な統一 が与 え られてい るが,ほ とん ど個 々独 立 した物語

か ら成 ってい る。全 体13,086行 が22巻 に分 かれ,初 めの2巻 は この館 の由来,こ こに落 ち

合 った兄弟 の経歴 な どを述 べ,第3巻 以後 主 と して兄 弟が,そ して時 どき晩 餐 に加 わる牧

師 も,代 るが わる 自己の見 聞 した人生 の挿話 を語 ってゆ く。兄 ヂ ョーヂは実業界 で成功 し,

今 は郷 里 に隠退 して宏壮 な邸 に悠 々自適 してい る独身者 で,そ の異 父弟 リチ ャー ドは海軍

軍人 として対 ナポ レオ ン戦争 に出征 し,勲 章 と年金 を等 て帰郷 した後,村 の牧師 の娘 を嬰

って子供 もあるが,兄 との交際 を遠慮 して い る。 ヂ ョーヂは その消 息を 聞い て弟 を邸へ招

き,毎 夜 ワイ ンを汲 み交 わ しなが ら数週 間に亘 って話 し合い,最 後 に弟 のため に近隣 に瀟

洒 な住宅 を買 い取 って一家 を住 まわせて や る。 これが全編 の枠組 であ るが,兄 も弟 も共 に

ゆか しい人柄で結末 もま ことに愉 しいハ ッ ピィ ・エ ンデ ィングであ る。 もちろん個 々の物

語 には悲 劇的 な もの もあ るが,「 あ らし』 を書 い た ときの シェ イクス ピアのよ うにク ラブ

の心境 も和 やか な安 らぎを得 たので あろ う。

例 によ って初 めに短 い序文が あ り,そ の中か らクラブの作 詩態度 を要 約 した一 節を引 け

ば,

「詩人の第一の意図は楽 しませることになければならぬ。よし教えるつもりであるにしても,彼 が

伝えようとするその教えを口触わりのよい楽 しいものにしなければならぬから,私 は道徳家の風を帯

びようとか,私 の話が人類を稗益することを約束 しようなどとは思わない。私はただ次のことに努力

し,か つかなりこれに成功 した自信を持つ者である。すなわち私が述べたり語 ったりした一切のもの

において,わ れわれの尊敬せねばならぬ感情や,敬 服せざるをえない才能を悪徳と結びつけて入間の

悪徳を赦そ うとする傾向を含むものは全然導入 しないように努めた次第である。」

ク ラブは決 して勧善 徴悪 を考 えて詩を書 いてはい ない。 人生劇場 の色い うな場 面を見せ

て楽 しませ るのが本 来の意 図であ るか ら悲劇 もあれば喜 劇 もある。 「村」を作 った頃 の彼

には醜悪 な現 実 を曝 らけ 出 して世 人 の反省 を促 そ うとい う熱情 も大 き く働い たに違 い ない

が,さ すが老境 に入 って は,入 生 を大所高所 か ら眺 め,澄 み きった山の湖 のよ うな心境で

もろ もろの入事 を写 す ことがで きた。 この意味 で 「館 の物 語」 は全体 の調子が もの柔 らか

で洗練 されてい る。 しか しその反 面筋 の展 開変化,構 成 の緊密 さ,表 現 の的確,要 す るに
しる し

息 も継がせ ず読者 を引張 って ゆ く話 の面 白さ とい う点で は却 って衰退 の徴が見 え ることを

否定で きない。

『館 の物 語』 の中 には十六 の巻 「バ ーバ ラ夫 人,ま たの名幽霊」 と題 す る,老 寡婦 とそ

の教 え児 の少年 との結婚 とい う題 材 を扱 った,ポ ウを連想 させ る怪 奇物 語 も含 まれて いる

が,い まは一 々の詩編 を取上 げないで,代 りに枢機郷 ニ ュー マンの この詩集 について の論

評 を紹介 してお こ う。

「実 の と ころ私 は この詩 を,約30年 前 に初めて 出た とき大へ ん楽 しく読 んだ し,そ の

後 こんにち に至 るまでず っ と好 感を保 って きた し,最 近 これを取上 げてみて従 来 に もま
(20)

して深 い感銘 を受 けたので あ る。」
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ク ラブが在世 中多 くの読者 を得 てい た ことは,彼 の次 つ ぎの詩集 が盛ん に版 を重ね た

こ とで も分か る。 同時代 の批評 家ハ ズ リッ トは 「最 も人気 のあ る,最 も評 判の高 い作 家

の一人」 と断言 し,そ の理 由を次 の よ うに説 明 して い る。

「そうなる理由を説明する最上の原理は,わ れわれを周囲の世界に詰びつける強い絆,と にかく強
(21)

力に直接にその世界を思い出させるものに対する,わ れわれの無意識の憧憬である。」

この 「われ われの周 囲の世 界」 とい うのはい わゆ る庶民 の世 界で あ り,町 や村 の徴 賎 な

人 間の平凡 な営 みで ある,民 主主義 の着実 な発達 の前 に貴族 主義 は次 第 に後退 し,産 業革

命 の進展が経 済生活 を変革 しつ つあ った当時 の政 治情勢,社 会情勢 を背景 として,ま た,

狭 くは読者 層が上流有 閑階級か ら広 く一般 大衆 に拡大 しつつ あった現 象を基礎 に して,詩

人 クラブの特異 な存在 が注 目の的 になった ことは別 だん驚 くに当た らない事 象で あった。

彼 は折 か ら奔流 の よ うな勢 いで文壇 を席 捲 しつ つあ った ロマ ン主義運動 に同調せず,片

田舎 の牧 師 と して十年 一 日のよ うにポ ウプ と同 じ詩形 で歌 っていた意味で新 古典派 に数 え

られ るべ きで あ るが,民 衆 の生 活 に親 しく触れ,温 か な愛情 を もって これをあ るが まま写

した こと,ギ リシア,mマ の詩人 たちで な くシェイ クス ピア に親 しみ,理 窟 を説 くよ り

も実話 を語 ることが多か った意味 で ワー ヅワス流 の ロマ ン派 的 な性格 も備えて い る。

ク ラブは説話 詩人 と して読者 の好評 に包 まれ,作 家 と して幸福 な生 涯を送 った。そ の反

面 死後 は次 第 に忘れ られ,た だ 「村 』 の作者 と して記憶 され るに過 ぎな くな って しまった。

それ は19世 紀以後現 代 にか けての小説 の素 晴 らしい発 展が,説 話詩 の存在理 由を ほ とん ど

抹殺 して しまったか らで あ る。 しか しなが ら,フ ィールデ ィングや スモ レッ トか らサ ッカ

リィ,G・ エ リオ ッ トなどにつなが る近代 小説 の橋渡 しを なす もの と して クラブの説話詩

はオー ステ ィ ンの作 品 と共 に重要 な意義 を持 って い る。 そ こには現 代 の短編 小説 と同 じ人

生探求 への作者 の熱 情 と鋭 い洞察 とが見 られ る。材料 は平凡で あ り,表 現 も概 して粗雑 で

あるが,ユ シ ョンの言 う 「家庭詩 人」(`poさtedefamille')と して,ま た チ ャイル ドの言
(22)

う 「個 人 の肖像画 の巨 匠(`amasteroftheindividualportrait')と して,庶 民 の家庭生

活,船 乗や商 人や農夫 な どの風 貌性格 を,社 会 の変 動,運 命 の転変 の背景 の上 に くっき り描

き出す こ とによ って,単 に詩 だ けでな く文学全般 の領 域 において新生面 を開い たので ある。

クラブは もち ろん一流詩 人で はな く,彪 大 な全 作品 中に駄作 も多 い。 しか し彼 の才能が

十 二分 に注 ぎ込 まれ,筋 の発展,入 物 の性格 描写が よ く洗 練 され た作 品 は,こ ん にちのわ

れ われに も強 く訴 え る ものを持 ってい る。 そ して近年 ハ ダキ ンが強調 してい るよ うに,ク

ラブの構成 法 に も語 句 の使用 法 にも,一 見平 凡 なよ うで その実非 凡 な特性が うかが われ る

㈱
ので あ る。観念的 ・哲学的 で クラブ と対脈 な コウル リッヂ さえ,「 クラブは ほ とん ど面 白

(2幽

くないが,た しか に一種 の力を豊か に備 えてい る。」 と率直 に認めて お り,テ ニ ス ン,二
㈱

ユーマ ン,フ ィツヂ ェ ラル ドた ちの賞讃 は繰 り返す まで もない と して,ク ラブを ただ写実

詩人 とのみ狭 く見ないで広 く説 話詩人 と して新 たな視野か ら見直すべ きだ し,彼 の同時代

人 た るロマ ン派 の五大詩人 に劣 らず広 く愛調 されて然 るべ きだ と思 う。 「イー ノック ・ア
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ー デ ン」や 「イヴ ァンヂ リー ン」 が読 まれ る以上 ,ク ラブの 「歌 物語」,「館 の物 語』 中の

せ めて数編 の説話詩 は こん にちの読者 に訴 え る もの を十 分備 えてい るので あ る。
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